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（単位：千円）

１）互いを認め合う、ふれあいのまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

奏でよう！絆を深める平和推進 継続 秘書広報課 1,075 5

新天川文化センターの建設の促進 充実 人権啓発課 411,000 6

企画提案型協働事業の推進 新規 市民協働課 1,000 7

まちづくり協働の推進・強化 充実 市民協働課 3,141 8

亀岡市支えあいまちづくり協働の支援 継続 市民協働課 1,000 9

第４次亀岡市総合計画　～夢ビジョン～　シンボルプロジェクトの推進 充実 夢ビジョン推進課 5,000 10

京都学園大学との連携強化 充実 企画政策課 5,000 11

２）安全で安心して暮らせるまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

セーフコミュニティの推進による安全・安心なまちづくり 充実 夢ビジョン推進課 5,750 12

セーフコミュニティ国際ネットワークのメンバーシップ継続事業 充実 夢ビジョン推進課 3,660 13

防犯カメラ設置による安全・安心なまちづくり 新規 自治防災課 2,279 14

高齢者地域見守り支援の推進 継続 高齢福祉課 1,800 15

自殺防止対策の充実 充実 社会福祉課 1,265 16

高齢者の外傷・事故予防研究プロジェクトの推進 充実 健康増進課 3,592 17

安全なわが家の耐震化の促進 充実 建築住宅課 16,165 18

安全・安心のまちづくりのための消防施設等の整備充実 充実 自治防災課 27,235 19

安心な暮らしをつなぐふれあいネットワークの充実 充実
社会福祉課
障害福祉課
高齢福祉課

670 20

災害用仮設簡易トイレの配備 新規 自治防災課 1,076 21

災害ボランティアセンターの開設の支援 新規 社会福祉課 200 22

平成２４年度当初予算　主要事項
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（単位：千円）

平成２４年度当初予算　主要事項

３）健康で元気あふれるまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

こども医療費助成の充実 充実 こども福祉課 143,000 23

民間保育園の施設整備の支援 新規 こども福祉課 117,861 24

がん・感染症・生活習慣病対策の推進 継続 健康増進課 306,665 25

がん検診受診勧奨による受診率の向上 新規 健康増進課 756 26

市民が支え・つくる地域医療連携の推進 充実 健康増進課 1,850 27

障害者福祉サービス事業の充実 充実 障害福祉課 1,274,000 28

生活介護事業所のサービス提供体制の支援 新規 障害福祉課 3,000 29

こども発達支援事業の実施 新規 障害福祉課 7,000 30

保健センターリニューアル事業 充実 健康増進課 58,018 31

４）豊かな心と文化を育むまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

安全・安心で快適な小学校の環境づくり 充実 教育総務課 184,500 32

安全・安心で快適な中学校の環境づくり 充実 教育総務課 772,300 33

『ミストシャワーで涼と潤い空間づくり』こどものえがお創造事業 新規
教育総務課
こども福祉課 229 34

絵本のあるふれあいの子育て推進事業 新規 図書館 600 35

新しい公立幼稚園の建設の推進 充実 教育総務課 29,800 36

小中一貫校の建設の推進 新規
教育総務課
学校教育課 57,484 37

こどもの情報活用能力向上のための環境づくり 充実 教育総務課 10,500 38

ふるさとへの愛着と誇りを持ち、たくましく生きる子どもたちを育てる事業 継続 学校教育課 2,342 39

ポスト国民文化祭事業 新規
市民協働課
学校教育課 1,180 40

亀岡の未来を創造する人づくりのための教育ビジョンの策定 継続 教育総務課 1,265 41
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（単位：千円）

平成２４年度当初予算　主要事項

５）人と環境にやさしいまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

「亀岡生き物大学」の充実 充実 地球環境子ども村課 1,000 42

アユモドキの保護・保全の推進 継続 環境政策課 4,590 43

全国の内陸部自治体初・海ごみサミットの開催 新規 環境政策課 8,000 44

環境保全活動シンボルカー「アユモドキ号」（電気自動車）導入 新規 会計課 3,210 45

川東浄化センター　ソーラー発電システムの導入 新規 下水道課 8,000 46

住宅用太陽光発電システム設置の支援 継続 環境政策課 8,400 47

亀岡カーボンマイナスプロジェクトの推進 充実
企画政策課
農政課 1,904 48

ごみ分別拡大・資源化の調査研究 新規 環境事業課 3,000 49

職住一体を目指すまちづくりの支援
《大井町南部地区組合等区画整理補助事業費》 継続 都市整備課 96,750 50

亀岡駅北地区まちづくり構想の策定 継続 都市整備課 2,200 51

都市計画図面デジタル化業務（１／２，５００） 充実 都市計画課 34,500 52

亀岡運動公園の防災機能の向上とバリアフリー化、施設の改築・更新事業 充実 都市整備課 213,000 53

桜塚クリーンセンター基幹的設備改良事業 継続 環境事業課 120,291 54

６）活力あるにぎわいのまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

大規模スポーツ施設～京都府の専用球技場～誘致の促進 新規
企画政策課
道路河川課 16,050 55

ものづくり産業振興ビジョンの策定 新規 商工観光課 4,400 56

「がんばる元気農業のまち」６次産業化モデルの創造 新規 農政課 3,500 57

「がんばる元気農業のまち」農業サポート隊の派遣 新規 農政課 500 58

「がんばる元気農業のまち」京野菜園芸産地の育成強化 充実 農政課 15,000 59

「がんばる元気農業のまち」農業生産体制の支援 充実 農政課 13,699 60

農と環境を守る地域協働活動の支援 充実 農政課 38,893 61

国営緊急農地再編整備事業「亀岡中部地区」の促進 新規 国営事業推進課 3,116 62

地域経済活性化・にぎわいの創出 充実 商工観光課 120,055 63

ＮＨＫ大河ドラマ誘致の推進 充実 商工観光課 1,000 64

「明智かめまる」にぎわい観光まちづくり 新規 商工観光課 1,000 65

「明智かめまるナンバープレート」の作成 新規 税務課 4,400 66

第４０回亀岡光秀まつりの支援 充実 商工観光課 3,000 67

森林整備促進のための林業経営の強化 新規 農林整備課 2,345 68
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（単位：千円）

平成２４年度当初予算　主要事項

７）快適な生活を支えるまちづくり 所　管　課 予　算　額 ページ

安全・安心で快適なまちづくりのための街路の整備 継続 都市整備課 70,000 69

安全・安心で快適なまちづくりのための道路の整備 継続 道路河川課 896,906 70

千代川駅周辺のバリアフリー構想の策定 新規 桂川・広域交通課 6,960 71

保津川の水辺空間を活用する計画の策定 充実 桂川・広域交通課 10,800 72

水道未普及地域（畑野町）の解消 継続 水道課 838,817 73

水道未普及地域の安定した飲料水の確保対策 新規 水道課 6,300 74

８）効率的で明るい都市経営 所　管　課 予　算　額 ページ

総合振込用伝送システムの導入 新規 会計課 315 75

「かめおか市議会だより」の発行 充実 議会事務局 1,753 76

土地開発公社経営健全化の推進 継続
資産活用プロジェクト

総務部 858,561 77

庁舎整備事業 継続 総務課 81,900 78

住民票のリニューアル 新規 市民課 89,550 79

特別会計 所　管　課 予　算　額 ページ

国民健康保険事業（特別会計） 継続 保険医療課 9,268,000 80

休日診療事業（特別会計） 継続 健康増進課 22,000 81

介護保険事業（特別会計） 継続
高齢福祉課
健康増進課
人事課

5,311,000 82

後期高齢者医療事業（特別会計） 継続 保険医療課 763,200 83

地域下水道事業（特別会計） 継続 上下水道部各課 866,800 84

簡易水道事業（特別会計） 継続 上下水道部各課 158,800 85

上水道事業会計 充実 上下水道部各課 3,806,200 86

公共下水道事業会計 継続 上下水道部各課 4,293,500 87

病院事業会計 継続 市立病院 2,925,800 88
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企 画 管 理 部 

事 業 名 
奏でよう！絆を深める平和推進 

《 平和推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，０７５千円 

（１，４８０千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

「世界連邦・非核平和都市」を宣言した本市は今日、平和であること

に改めて感謝するとともに、過去の戦争やその被災体験が風化しつつあ

る現在、戦争の悲惨さと平和の尊さを次代に伝え、平和な社会の発展を

目指して各種平和施策に取り組む。 

 

２ 事業概要 

 

  ８月を平和月間として位置付け、各種平和事業を通じて、市民ととも

に平和を考える取り組み等を進める。 

 

 ○主な事業 

  ・平和祈念式典 

    開催日：平成２４年８月７日（火） 

    内容等：「平和の灯」の採火と点火、正午の黙とう、市長式辞、 

        献花、平和の誓い、放鳩など  

  ・“ヒロシマ”に学ぶ親子平和の旅 
    実施時期：平成２４年７月中旬～下旬（１泊２日） 
    参加募集人数：平成２４年度に親子平和の旅の開催が１０回目 

の節目を迎えるにあたり、通常、児童１５名・ 
保護者１５名の募集人数を各２１名に増やす。 

            
    視察地：平和記念公園、平和記念資料館、原爆ドームなど 

担当課・係 秘書広報課・秘書係 庁内電話番号 ２１３４ 
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平成２４年度当初予算（案）要求主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
新天川文化センターの建設の促進 

《 地域振興事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４１１，０００千円 

（ ４４，８００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

福祉の向上・人権啓発・住民交流の拠点となる開かれたコミュニティ

センターとして、総合的な活動を行う天川文化センターを整備する。 

 

２ 事業概要 

 

○敷地面積  ２，２９７㎡ 

○延床面積  ９８９．５０㎡（１Ｆ 503.75 ㎡，２Ｆ 485.75 ㎡） 

 ○鉄骨造   ２階建て 

 ○場所    薭田野町佐伯琴敷７８－１、２ 

・現施設は昭和４５年設置 

 

（参考） 

 平成２２年度 用地購入 

 平成２３年度 造成工事・実施設計・発掘調査 

 

平成１８年度から地域住民、学識経験者、行政関係者で構成する「天

川文化センター施設整備問題懇談会」（平成２３年度から「天川文化セ

ンター建設委員会」に改称）を設置して検討を行ってきた。 

担当課・係 人権啓発課・啓発振興係 庁内電話番号 ２２３１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
企画提案型協働事業の推進 
《 まちづくり推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市民と行政の協働のまちづくりの更なる推進に向け、亀岡市まちづく

り協働推進実施計画（支えあい あなたと築く まちづくりプラン:平成 
２２年度から５カ年計画）に掲げる企画提案型協働事業として、市民か

ら、新たな公共の取り組みの提案を求め、市民ニーズや社会的課題等を

解決するための事業を支援する。 
 

２ 事業概要 

 
○亀岡市の活性化に資する活動で、大きな効果の発揮が期待できる事

業に対して補助を行う。 
  ・予定１団体 １，０００千円以内 
 
○「亀岡市まちづくり協働推進委員会」において選定する。 

 
 

担当課・係 市民協働課・市民活動推進係 庁内電話番号 ２２１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
まちづくり協働の推進・強化 
《 まちづくり推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３，１４１千円 
（３，１５８千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

大学との連携により、亀岡市まちづくり協働推進実施計画（支えあい 
あなたと築く まちづくりプラン:平成２２年度から５カ年計画）に基づ

き、市民と行政の協働のまちづくりの実現に向けて進めていく。 
 

２ 事業概要 

 

アクションプランに掲げる下記の施策を進める。 
○庁内横断組織研修の実施 

協働のまちづくりに対する職員の意識改革を図るため、研修会を 
実施する。 

○かめおか協働ルール・職員協働チェックリスト及び企画提案型事業

の指導 
ルール及びチェックリストの活用や啓発、検証などを行う。 
企画提案型事業のモデル事業を行う。 

○かめおか市民活動推進センターの活動（機能）強化 
協働のまちづくりの推進のため、ターミナル機能とシンクタンク 

機能を確立し、市民活動団体に対する支援体制を強化し、自治会等 
地域コミュニティのまちづくりに対する支援システムを構築する。 

 
 

担当課・係 市民協働課・市民活動推進係 庁内電話番号 ２２１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
亀岡市支えあいまちづくり協働の支援 

《 まちづくり推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，０００千円 
（１，０００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

亀岡市まちづくり協働推進実施計画（支えあい あなたと築く まちづ

くりプラン:平成２２年度から５カ年計画）に基づき、亀岡市支えあいま

ちづくり協働支援金の交付により市民と行政の協働のまちづくりを進

めていく。 
 

２ 事業概要 

 
  豊かで魅力ある協働のまちづくりに貢献する市民の自主的な取組を 

支援する。 

    

市民活動スタート事業（はじめの一歩サポート事業） 

      市民活動ステップアップ事業（さらに充実サポート事業） 

 

  【参考】 

   ・１事業上限 100,000 円（10／10）交付 

   ・平成２４年度 １０団体程度予定 

   ・平成２３年度 １８団体申請１０団体に交付（1,000,000 円予定） 

 

 

担当課・係 市民協働課・市民活動推進係 庁内電話番号 ２２１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企 画 管 理 部 

事 業 名 
第４次亀岡市総合計画～夢ビジョン～ シンボルプロジェクトの推進 

《 企画推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５，０００千円 

（３，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

平成２３年を初年とする第４次亀岡市総合計画は、愛称を「夢ビジョ

ン」としている。「夢ビジョン」は、少子高齢化の進行や厳しい社会情

勢の中にあっても、１０年という近い未来に市民が「夢」や「希望」を

抱ける計画とする必要がある。そこで総合計画に掲げる「目指す都市像」

を実現する象徴的な事業として、シンボルプロジェクトを掲げ、市民と

の協働により取り組んでいく。 
 

２ 事業概要 

前期基本計画においては、「水・緑・文化」「笑顔と共生」「にぎわい」

をテーマとして、次の３プロジェクトに取り組む。 

水 ・ 緑 ・ 文 化「自然・文化 次代継承」プロジェクト 
＜方向性＞ 

◎歴史・文化を次代に継承する情報受発信の仕組みや拠点づくり 

◎地域資源である清流・山々、まちなみなど恵まれた環境・景観の

保全・創出 

笑 顔 と 共 生「住み心地向上」プロジェクト 
＜方向性＞ 

   ◎子育て世代が暮らしやすい、地域ぐるみの子育ち環境づくり 

 ◎安全・安心の多様な形を創造するセーフコミュニティの推進 
に ぎ わ い「にぎわい創出」プロジェクト 
＜方向性＞ 

  ◎農林・商・工・観光が連携した総合的な産業振興戦略づくり 

 
平成２３年度の取り組みの成果として、平成２４年度には、「祭り文

化の継承」プロジェクトや「ネイチャーガイド」プロジェクトの具体的

な取り組みを開始する。 

担当課・係 夢ビジョン推進課・ビジョン推進係 庁内電話番号 ２１２２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企 画 管 理 部 

事 業 名 
京都学園大学との連携強化 

《 企画推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５，０００千円 

（４，５００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

平成１８年に締結した京都学園大学との学術交流協定に基づき、地域

振興及び学術交流、教育の発展を目的として実施する。 
市と大学が、相互の交流を図り、連携と協力を促進し、共に充実、発

展することを目指す。 
平成２４年度は、新たに中国人留学生向けに中国語のガイドブックの

作成と、昨年度に引き続き、亀岡の観光情報発信のための観光映像を作

成し、動画共有サービス・ユーチューブで紹介する。 
 

２ 事業概要 

○官学共同研究事業 
本市の課題解決等のため、京都学園大学との学術交流協定に基づ

く共同研究に係る業務委託を行い、その研究成果により住民福祉の

向上を図る。 
○大学院生地域研究奨励金支給事業     

    市内の大学に在籍する大学院生が、地域の課題解決や地域資源の

発見に係る研究を行った場合に奨励金を支給する。 
○大学生地域活動支援金交付事業  

市内の大学に在籍する大学生で構成される団体が、地域課題解決

の取り組みやボランティア活動を実施した場合に支援金を交付す

る。 

  ○その他主な大学との連携事業 

・中国語ガイドブックの作成(大学との連携により実施) 

・観光「亀岡」情報発信事業(大学との連携により実施)【商工 

観光課】 
・京都学園大学特別授業支援事業【学校教育課】 

担当課・係 企画政策課・企画係 庁内電話番号 ２１１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企 画 管 理 部 

事 業 名 
セーフコミュニティの推進による安全・安心なまちづくり 

《 セーフコミュニティ推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５，７５０千円 

（５，２４０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

「安全・安心は最大の福祉」の理念のもと、今後もセーフコミュニティ

活動を通じて、事故やけがの予防を図るとともに、市民と行政等が互い

に力を合わせ、子どもから高齢者まで、誰もがこころの通い合う安全で

安心して暮らせるまちづくりを進める。 

 

２ 事業概要 

 

○本市セーフコミュニティ活動において、①乳幼児の安全、②高齢者

の安全、③交通安全、④学校の安全、⑤余暇・スポーツの安全、⑥自

殺対策、⑦防犯対策の７点を重点課題と位置づけ、事故やけが、犯罪

を減らす活動を市民との協働により実践していくことで、更なる安

全・安心なまちづくりを進めていく。 
 
○市内で発生する外傷関連データの定期的な把握と調査・分析を行い、

優先的に取組むべき課題を特定し、対策を実施する。その取り組みを

亀岡市セーフコミュニティサーベイランス委員会や外部評価委員によ

る評価を行い、取組効果の測定とプログラム改善に繋げていく。 

 

○セーフコミュニティ活動を広報紙やホームページなどにより、随時

発信する。 

担当課・係 夢ビジョン推進課・セーフコミュニティ係  庁内電話番号 ２１２３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企 画 管 理 部 

事 業 名 
セーフコミュニティ国際ネットワークのメンバーシップ継続事業 

《 セーフコミュニティ再認証取得経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３，６６０千円 新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

セーフコミュニティに係る日本初の WHO(世界保健機関）による認証都

市として、全国的なモデルケースを実証していくため、国際・国内会議

への参画、各イベント等での啓発、外傷データ分析等、これまでの取り

組みの継続・発展を図ることで、外傷の抑制等、安全・安心のまちづく

りの実現や地域コミュニティの再生に繋げていく。 

  同じく日本初となる再認証を取得することで、安全・安心のまちづく

りの更なる推進を図る。 

 

２ 事業概要 

 

○セーフコミュニティ国際ネットワークのメンバーシップ（構成員）を 

維持するために、セーフコミュニティの再認証に必要な諸条件を整

え、ＷＨＯへ申請し、年度内の国内初再認証取得を目指す。 
 

≪セーフコミュニティ再認証取得に係る日程≫（予定） 

プレ審査〔事前審査〕・・・平成２４年５月１４日（月）～１５日（火） 

現地審査〔本 審 査〕・・・平成２４年１０月２６日（金）～２７日（土） 

 

担当課・係 夢ビジョン推進課・セーフコミュニティ係 庁内電話番号 ２１２３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
防犯カメラ設置による安全・安心なまちづくり 

《 防犯等対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２，２７９千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

１ 趣  旨 

 
亀岡市では、セーフコミュニティの取り組みを通じ、市民の安全・安

心をめざして様々な施策に取り組んでいる。 
そのような中、市が防犯カメラを設置することで、自転車盗などの犯

罪が行われにくいまちづくりにつながり、市民が安心して暮らすことの

できるまちづくりを推進する。 
 

２ 事業概要 

 

  自転車盗などの多発地を中心に防犯カメラを５台設置する。設置・ 
 運用にあたっては、プライバシーなどの人権に十分配慮しつつ適切 
 な管理・運用を行う。 
 

担当課・係 自治防災課・防災・危機管理係 庁内電話番号 ２３３１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
高齢者地域見守り支援の推進 

《 地域包括ケア推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

  １，８００千円 
  （４，６００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯が増加する中、高齢者が住み慣れ

た地域で安心して暮らし続けていけるよう、希薄化した隣人関係から生

じる引きこもりや孤独死の防止とともに、身近な人々との声かけや交流

などにより、セーフコミュニティの熟成及び地域コミュニティの活性化

を図るため、市内の各地域において行われている「高齢者の見守り活動」

を支援する。 
 

２ 事業概要 

 

さりげない週１回程度の見守りと月１回程度の訪問・声かけを基本と

して、市内の 20 地域で特色を活かした取り組みが現在展開されている

ことから、今後は地域に根付いた活動としてさらなる充実を図るため、

対象地域に対して活動経費の一部を助成する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・係 高齢福祉課・高齢者支援係 庁内電話番号 ２７７６ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
自殺防止対策の充実 

《 自殺対策事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，２６５千円 

（１，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

自殺者数が依然高い水準で維持している状況の中、市民が安全・安心

して暮らすことのできるまちづくりを推進するため、自殺予防対策を実

施する。 

 

 

 

 

 

２ 事業概要 

 

・ 関係機関との連携及びネットワークの強化 

・ 自殺予防に関する各種研修会の開催(ゲートキーパ養成) 

・ 自殺予防に関する啓発用物品の購入及びパンフレット等の作成 

・ 「こころの体温計」の導入 

（ストレス度や落ち込み度が即座にわかり、心の健康を確認できる

サービスをホームページで提供する。） 

 

 

担当課・係 社会福祉課・保護第２係 庁内電話番号 ２７３４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
高齢者の外傷・事故予防研究プロジェクトの推進 

《 地域包括ケア推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３，５９２千円 
（２，４００千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
高齢者が住みなれた地域で安心していきいきと暮らせるよう、これま

での介護予防事業の内容や効果を検証するとともに、幅広い視野から包

括的・効果的に実施していくためのシステムを構築し、介護予防事業の

一層の促進を図る。 
 

 

２ 事業概要 

 
 ○高齢者の外傷・事故予防研究プロジェクト 

運動を中心とした介護予防総合プログラムによる高齢者への介

入が、老化に伴う筋量と筋出力の低下の予防と、その後の医療費・

要介護状態発生に与える効果を検証し、介護予防事業への展開に

つなげる。 
 

・「元気アップ体操教室」の地域における展開 
      （５地域程度での実施、高齢者 500 名規模） 
 

・地域ぐるみで高齢者の身体機能向上と事故や傷害を予防する取

組（歩数計の配布による運動量調査や広報媒体の配布等） 
 

担当課・係 健康増進課・いきいき支援係 庁内電話番号 ８２２７ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
安全なわが家の耐震化の促進 

《 安全なわが家の耐震化促進事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１６，１６５千円 
（ ５，３００千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

地震に強い安全・安心のまちづくりを推進するため、平成２０年３月

に策定した「亀岡市建築物耐震改修促進計画」に基づき、平成２７年度

末までに耐震化率を現状（平成１５年）の７２．５％から９０％までに

引き上げる目標を掲げている。 
耐震性能を有していない木造住宅の所有者が、高額な費用がかかると

思われる耐震改修までなかなか踏み切れない状況を踏まえ、耐震診断士

の派遣や耐震改修事業費補助金などにより、木造住宅の耐震化率向上に

努め、安全・安心のまちづくりを推進する。 
 

２ 事業概要 

 

○「木造住宅耐震診断・改修計画提案事業」の推進 
・予定戸数 30 戸 
・自己負担 3,000 円で耐震診断と改修計画の提案を行う 

○「木造住宅耐震改修費補助事業」の推進 
・予定戸数 15 戸 
・最大 90 万円まで耐震改修費用の補助を行う 

○耐震化促進のための積極的な広報活動 
・専門家による耐震相談会の開催 

（月１回・日曜日に開催） 
・制度周知チラシの全戸配布 
・学校・自治会などへの積極的な広報活動 
・職員等による対象住宅への戸別訪問による広報活動 

担当課・係 建築住宅課・住宅係・建築係 庁内電話番号 ３３９２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
安全・安心のまちづくりのための消防施設等の整備充実 

《 消防施設整備事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２７，２３５千円 

（１５，１８０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

消防用に供する施設、設備及び資機材の整備充実を図る。 

 

２ 事業概要 

（１） 消防施設の整備 

地震災害に強い耐震性貯水槽を整備し、消防水利の充足を図るとと

もに、消防分団のポンプ格納庫等移転、建替設計及び修繕を行い、施

設の整備に努める。 

・耐震性貯水槽（４０㎥）      ２基 

・篠町野条消防ポンプ庫建替設計費  １棟 

・大井町南部土地区画整理事業に伴う消防ポンプ車格納庫移転経費 

１棟 

・ポンプ積載車格納庫修繕費     ４棟 

・ホース干台建替          １棟 

・亀岡中学校消防サイレン移設費   １台 

 

（２）消防車両の整備 

消防機動力の向上のため老朽化した消防車両の更新を図る。 

   ・小型動力ポンプ積載車更新      ２台 

 

（３）消防用資機材の整備 

   迅速かつ的確な消防活動を行うため、資機材の整備を図る。 

   ・小型動力ポンプ更新         ３台 

   ・消防用ホース（65㎜）       ４０本 

   ・消防用ホース（40㎜）        ２本 

担当課・係 自治防災課・消防係 電話番号 22-0119 
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平成２４年度当初予算(案)主要事項説明書 

 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
安心な暮らしをつなぐふれあいネットワークの充実 

《 災害時要配慮者支援経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

６７０千円 
（５５９千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

「災害時要配慮者支援事業（ふれあいネットワーク制度）」は、災害

発生時において配慮が必要な人を速やかに救出・救護することを目的と

して平成 17 年度から実施してきたところであり、今回、一人暮らし高

齢者を病院へ緊急搬送する場合に必要な情報が瞬時に把握できること

を目的とした「命のカプセル配布事業」との一体化を進める。 
 

２ 事業概要 

 

「災害時要配慮者支援事業」において 65 歳以上の高齢者に対しては

同制度への登録を勧めるため地区民生委員児童委員協議会に業務委託

を行ってきたが、65 歳では身体的にも支援を受ける必要が少なく新規登

録者が少ない。また「命のカプセル配布事業」も配布を受けても医療情

報シートを記入しない方や更新しない方も多く、情報更新等を徹底する

取り組みが必要となっている。 
このため、両事業の対象年齢を平成 24 年度から毎年 1 歳ずつ 70 歳ま

で引き上げるとともに地区民生委員児童委員協議会へ一体的に委託す

ることにより命のカプセルの医療情報シート更新の徹底を図る。 
 

 

 

  

 

 

  

担当課・係 

社会福祉課・地域福祉係 

障害福祉課・障害庶務係 

 高齢福祉課・高齢者支援係 

庁内電話番号 

２７３２ 

２７５２ 

２７７６ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
災害用仮設簡易トイレの配備 

《 災害対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１，０７６千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

１ 趣  旨 

 

災害発生時における避難所の衛生状態の保持及び迅速かつ的確な災

害応急復旧活動を促進するため、災害用仮設簡易トイレを配備する。 

 

２ 事業概要 

 

○平成２４年度配備数   ２１基（ポータブル型） 
 
○平成２４年度配備場所  自治会 

※収容避難所５５箇所のうち、最も早い段階で開設する 
避難施設２１箇所 

 
○配備計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

※収容避難所…自治会、小・中学校、市民体育館等公共施設 

 

 

 
平成２４年度 

～平成２８年度 
場所 

ポータブル型 ６８基 
市役所 

収容避難所 

マンホール型 ５５基 収容避難所 

計 １２３基  

担当課・係 自治防災課・防災・危機管理係 庁内電話番号 ２３３３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
災害ボランティアセンターの開設の支援 

《 社会福祉協議会経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

災害時にボランティアによる自主的な救援活動をコーディネートす

る災害ボランティアセンターを速やかに開設できるよう、亀岡市社会福

祉協議会が中心となって関係団体に呼びかけネットワーク組織を構築

することを支援する。 

 

 

２ 事業概要 

 

・災害ボランティアセンターネットワーク組織の構築 
 

・災害ボランティア活動講習会等の開催 
 

 

 

 

担当課・係 社会福祉課・地域福祉係 庁内電話番号 ２７３２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
こども医療費助成の充実 

《 こども医療費助成経費 》 

予算要求額 

（前年度予算額） 

１４３，０００千円 
（１３５，９００千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

健やかに子どもを産み育てる環境づくりの一環として、子どもの医療

費について助成する。 
子育て支援の重要施策として、医療面における保護者の経済的負担の

軽減を図るとともに、子どもの健康の保持と増進を図るものである。 

 
２ 事業概要 

   

平成２４年７月診療分から、中学生の入院にかかる医療費について、

1 ヶ月１医療機関の支払額 200 円を超える額を、現物給付方式により助

成する。 

 

 

 

   ０歳～２歳 ３歳～小学校就学前 小学校卒業まで 中学校卒業まで 

入 

院 

 

 

 

京都府制度 ＝現物給付 

 

 

【拡大分】 

亀岡市制度 

＝現物給付 

 

通 

院 

自己負担１ヶ月 200 円／１医療機関の差

額を助成 
1 ヶ月の医療費支払額の 

3,000 円を超える額を

申請により助成 

 亀岡市制度 

※H24 年 9 月～府制度 

 

京都府制度 
3,000 円超分は府制度 

3,000 円以下は市制度 

担当課・係 こども福祉課・子育て支援係 庁内電話番号 ２７１４ 

 

自己負担１ヶ月 200 円／１医療機関の差額を助成 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
民間保育園の施設整備の充実 
《 施設振興補助経費 》 

予算要求額 

（前年度予算額） 
１１７，８６１千円 新規・継続等の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

仕事と子育ての両立を支援するため、増加する保育ニーズに対応すべ

く、私立保育園の施設整備を推進し、保育所入所定員の拡充等保育環境

の向上を図る。 
 
 
２ 事業概要 

  

 ○社会福祉施設整備補助 

   民間保育園の施設整備に補助を行い、保育需要への対応や保育環境

の充実を図る。 

  ・大井保育園（改築） 

  ・太田保育園（改築） 

 

担当課・係 こども福祉課・保育係 庁内電話番号 ２７１７ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
がん・感染症・生活習慣病対策の推進 

《 予防接種経費・保健事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３０６，６６５千円 

（３１９，５８８千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  がん、感染症、生活習慣病を予防するため、食や運動、タバコ対 

策を通じた健康づくり事業や、各種の予防接種、がん検診を実施する。 

 

２ 事業概要 

 

  ○がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん） 

○予防接種の個別または集団接種の実施 

（ＢＣＧ・ポリオ・三種混合・麻疹風疹混合・日本脳炎・ 

ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん・インフルエンザ） 

○生活習慣病対策 

（健康教育、健康相談、禁煙支援・啓発、検診普及啓発、 

保健指導、訪問指導、健康手帳交付等） 

※女性特有のがん検診推進事業や働く世代の大腸がん検診推 

進事業により、引き続き、子宮、乳、大腸がん検診の節目 

対象者に、無料クーポン券等を個別通知し、受診勧奨する。 

※全面禁煙施設認証事業等の啓発事業により、タバコによる 

がんや心筋梗塞、ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の発症を予防 

する。 

※子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン（任意接種）の全

額公費負担事業を継続して実施する。 

担当課・係 健康増進課・健康診査係 庁内電話番号 ８２１８ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
がん検診受診勧奨による受診率の向上 

《 保健事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
７５６千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

 亀岡市では、子宮がん・乳がん・大腸がん・胃がん・肺がん等 
がん検診を実施しているが、その検診未受診者に対し、再度の受 
診勧奨及び未受診理由把握等を実施し、がんに対する予防意識を 
高め、早期発見・早期治療のための受診促進を図る。 

 

２ 事業概要 

 

目的：がん検診受診率をアップし、定期的に検診を受ける人の割合 
を増やす。 
【参考】夢ビジョン目標…がん検診受診率 50％ 
   かめおか健康プラン 21 目標…定期的に検診受診 75％ 

 
対象：がん検診の節目対象者（20~60 歳の 5 歳刻み）の内、未受 

診者 
 
方法：未受診者に受診勧奨再通知を実施し、返送用紙等でがん検診 

受診状況(未受診理由)を把握することで、受診数・受診率増を 
はかる。 
 

 効果：日本人の死亡要因第 1位であるがんは、2人に 1人がなると 

言われ、市民生活に脅威と不安を与えている。夢ビジョンの 

目標に掲げることにより、がんを積極的に予防し、早期発見 

・治療を促すことにより、市民生活の質を向上する。 

 

担当課・係 健康増進課・健康診査係 庁内電話番号 ８２１８ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
市民が支え・つくる地域医療連携の推進 

《 地域医療連携推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，８５０千円 
（  ６００千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  

 

 
 

 

２ 事業概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・亀岡市地域医療・介護・福祉連携推進会議の運営 
・地域医療情報センターの開設・運営 
  （市立病院内にかかりつけ医調整窓口をおきます。） 

   ・関係者同士の情報交換の場の設定 
・人材育成（かかりつけ医等への研修・看護人材の発掘と研修） 
・住民への啓発活動 

 

担当課・係 健康増進課  庁内電話番号 ８２１１ 

 

市民が安心して地域で暮らし続けられる 

地域医療の推進を軸に介護・福祉の切れ目のないサービスの提供体制が必要 

当面の目標・・・在宅療養を希望する医療依存度の高い高齢者の在宅療養の実現 

ための１つの条件として  

現状①市民の受診行動 
専門医思考や大病院思考があるためか、京都市内への受診

が多く、普段から地域にかかりつけ医（自分の健康管理につ

いて何でも相談できる医師）を持っていない場合がある 

現状②医療提供者の状況 
かかりつけでない患者に在宅

往診を実施しようという開業医

が少ない 

＊在宅療養の実施には在宅往診を行っていただけるかかりつけ医が不可欠 

市民が普段から地域にかかりつけ医を持っておくということを含め、かかり

つけ医をサポートする医療・介護・福祉の体制整備を図る 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
障害者福祉サービス事業の充実 

《 障害者福祉サービス事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，２７４，０００千円 

（  ９９４，０５６千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  障害者自立支援法に基づく基本的な障害福祉サービスに係る経費を

給付する。 

平成２４年４月から障害者自立支援法と児童福祉法の改正により、障

害児施設入所・通所者の１８歳以上の利用者が自立支援法による個別給

付対象となるため、新たに障害福祉サービスに係る経費として給付す

る。 

 

２ 事業概要 

 

  従来からの福祉サービスの利用者増に対応するとともに、制度改正に 

 による新たな障害福祉サービスに係る経費を給付する。 

 

 ○新たな事業（制度改正による移行分） 

 

 ・京都府が実施していた重度心身障害者通園事業利用者（18歳以上）が

障害者自立支援法によるサービス（生活介護）利用となるため、介護

サービス経費を給付する。 （１２名） 

・京都府が実施していた障害児施設に入所する 18歳以上の利用者が障 

 害者自立支援法によるサービス（療養介護）利用となるため、介護サ 

ービス経費を給付する。  （２０名） 

 ・児童発達支援事業の施行に伴い、日中一時支援サービスの利用者（18 

歳未満）が、放課後型児童デイサービスへ移行となるため、介護サー

ビスの経費を給付する。 （７３名） 

担当課・係 障害福祉課・障害者給付係 庁内電話番号 ２７５５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
生活介護事業所のサービス提供体制の支援 

《 障害福祉推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  医療的ケアが必要な在宅重度心身障害児（者）の安定した日中活動サ

ービス等利用のため、サービス提供体制を充実する生活介護事業所等へ

助成を行う。 

 

２ 事業概要 

 

  在宅重度心身障害児（者）を受け入れるため、生活介護事業所等が 

 当年度に看護師増員または既配置の看護師の勤務時間数の増加を行う 

 ために要する次の事業費に対して助成する。 

 

（１）看護師配置経費（看護師人件費または看護師派遣経費） 

  （２）施設整備費（ベッド、酸素量測定機器等上記看護師が医療的ケ 

     アのために使用する設備） 

 

  ・補助限度額  １事業所あたり ３，０００千円 

 

   

 

担当課・係 障害福祉課・障害者給付係 庁内電話番号 ２７５５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
こども発達支援事業の実施 

《 こども発達支援事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
７，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

児童福祉法の改正にともない、身近な地域でのこどもたちの発達を支

援する事業として、新たにこども療育教室の開設や関係機関の連携調整

体制、身近な相談支援等の体制を充実する。 
 

２ 事業概要 

 
・就学前児童を対象に早期療育教室の開設 

 (開設予定場所) 馬路児童館 
 

・こどもの発達にかかるサポート窓口の開設 
 
・障害のある子どもたちの安全・安心な育ちを支援するために保健・ 

医療・福祉・教育・療育提供事業所等との連携強化を図る。 
  発達支援関係者・機関との連携調整会議の設置 

 
 

担当課・係 障害福祉課・地域生活支援係 庁内電話番号 ２７５１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 
保健センターリニューアル事業 

《 保健センター維持管理経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５８，０１８千円 

（ ６，７５４千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  亀岡市保健センターは、開設以来２８年が経過し、施設及び設備 

 の老朽化が進んでいることから、安全・安心な施設として整備、改 

 修 を行い、休日診療、検診事業、健康相談等の事業実施を図りま 

す。 

  

 

２ 事業概要 

 

  外壁、屋上防水、空調設備、電話設備ほか 

   

○ 平成２３年１２月議会において債務負担行為を設定。 

工事 平成２４年２月２１日から平成２４年６月２９日 

担当課・係 健康増進課・保健庶務係 庁内電話番号 ８２１１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
安全・安心で快適な小学校の環境づくり 

《 学校建設事業費（小学校） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１８４，５００千円 

（２０８，２５０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす活動の場であるととも

に、非常災害時には地域住民の避難場所としての役割を果たすことか

ら、学校施設の耐震化は喫緊の課題となっており、未耐震化施設の耐震

化工事を行うとともに、経年により老朽化した施設の老朽化対策工事を

行い、安全・安心な学校施設として整備を図る。 

また、教室内の暑さ対策として、空調機設置に関する調査検討を行い、

快適な教育環境の整備を図る。 

 

２ 事業概要 

 

  ○亀岡小学校の未耐震化校舎の耐震化に向け、耐震補強・大規模改修

工事を行う。 

・亀岡小学校耐震補強・大規模改修工事 

 

  ○教室内の暑さ対策として、空調機設置に関する調査検討を行う。 

   ・空調機設置調査検討業務委託 

 

 

 

 

担当課・係 教育総務課・施設係 庁内電話番号 ３７１５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
安全・安心で快適な中学校の環境づくり 

《 学校建設事業費（中学校） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

７７２，３００千円 

（５４１，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす活動の場であるととも

に、非常災害時には地域住民の避難場所としての役割を果たすことか

ら、学校施設の耐震化は喫緊の課題となっており、未耐震化施設の耐震

化事業を行うとともに、経年により老朽化した施設の老朽化対策工事を

行い、安全・安心な学校施設として整備を図る。 

また、教室内の暑さ対策として、空調機設置に関する調査検討を行い、

快適な教育環境の整備を図る。 

 

２ 事業概要 

 

○亀岡中学校の未耐震化校舎の耐震化に向け、耐震補強・大規模改修

工事を行う。 

・亀岡中学校耐震補強・大規模改修工事 

 

  ○教室内の暑さ対策として、空調機設置に関する調査検討を行う。 

   ・空調機設置調査検討業務委託 

 

 

 

 

担当課・係 教育総務課・施設係 庁内電話番号 ３７１５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教育部、健康福祉部 

事 業 名 
『ミストシャワーで涼と潤い空間づくり』こどものえがお創造事業 

《 学校運営経費（小・中）、幼稚園管理運営経費、公立保育所運営経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２２９千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

近年のヒートアイランド化現象などに伴う、園児・児童・生徒の熱中

症などの健康被害を軽減するため、ミストシャワー装置を全校・園に設

置する。 
屋外で活動した後の身体のクールダウンをはじめ、清涼感を感じられ 

 る場の提供により、身体的・精神的な癒しの空間の創造を図り、今後の

暑さにおける、保育・教育環境の改善の足掛かりとして実施する。 
 

２ 事業概要 

 

水道水を利用し、その水圧によってミストシャワーを噴霧できる器具

を、全校・園の昇降口など屋外に設置する。 
 

（設置例） 

 

 

 

担当課・係 
教育総務課・総務企画係 

こども福祉課・保育係 
庁内電話番号 

３７１２ 

２７１６ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
絵本のあるふれあいの子育て推進事業 

《 ブックスタート事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
６００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

赤ちゃんが初めて絵本に接するブックスタート事業として、１１カ月

乳児検診において、赤ちゃんと保護者に、絵本の楽しさを体験する読み

聞かせと合わせて、親子ふれあいの子育てツールとして「赤ちゃん絵本」

のプレゼントを開始する。 

  絵本を贈ることで、すべての家庭で、赤ちゃんを抱っこして絵本を開

く楽しいふれあいの子育てが広がり、家庭の読書環境の充実、読書習慣

の形成につながり、亀岡の将来を託す子どもたちの心豊かな成長に資す

ることを目的とする。 

 

２ 事業概要 

 

１１カ月検診において、乳幼児親子に対し絵本の読み聞かせと合わせ

て、絵本を通じた親子ふれあいの子育てが、その日から家庭で実践でき

るよう、すべての親子に「赤ちゃん絵本」を贈る。 

 ・対象者  １１カ月検診対象乳児親子 年間約７５０組 

 ・内 容  読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ 

       「赤ちゃん絵本」のプレゼント（１人１冊） 

       「赤ちゃん絵本紹介パンフレット」の配布 

         （Ａ５版カラー８ページ 新規作成） 

 

 

 

担当課・係 図書館 電話番号 24-4710 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
新しい公立幼稚園の建設の推進 
《 幼稚園施設整備経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２９，８００千円 

（１７，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  平成１８年４月「公立幼稚園のあり方を考える懇話会」提言の趣旨に

基づき、２つの公立幼稚園を統合し、新たな幼稚園の建設に向けての取

り組みを行い、平成２６年度開園を目指す。 

 

 

２ 事業概要 

 

新しい幼稚園を、第２亀岡幼稚園の用地に建設することとし、安全で

安心な幼稚園教育環境を整備するため、新幼稚園基本実施設計業務を実

施する。 

 

○新幼稚園基本実施設計業務委託 

 

 

 

担当課・係 教育総務課・施設係 庁内電話番号 ３７１５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
小中一貫校の建設の推進 

《 学校建設事業費（小・中）、事務局事務経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
５７，４８４千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  川東小学校・高田中学校の未耐震化施設の耐震化及び経年により老朽

化した施設の老朽化対策とともに、義務教育９年間を見通した小中一貫

教育を進めるため、施設一体型の小中一貫校として改築整備を行う。 

また、義務教育９年間を見通した系統的・継続的な教育を充実させる

ため、川東小学校と高田中学校の小中一貫校開校に向けた準備事務を進

める。 
 

２ 事業概要 

 

○川東小学校・高田中学校改築工事の実施に向け、改築工事実施設計

を行う。 

・川東小学校・高田中学校改築工事実施設計業務委託 

 

○小中一貫校の開校に向け、新たに専任の指導主事を１名配置し、学

校運営並びに教育課程等に係る準備事務を計画的に進めていく。 

 

 

担当課・係 
教育総務課・施設係 

学校教育課・指導係 
庁内電話番号 

３７１５ 

３７３１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
こどもの情報活用能力向上のための環境づくり 

《 情報教育推進経費（小学校） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１０，５００千円 新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
 高度情報通信ネットワーク社会が進展していく中、子どもたちが、コ

ンピュータやインターネットを活用し、情報社会に主体的に対応できる

「情報活用能力」を育成することは非常に重要である。 
 本市では、情報活用能力の一層の充実を図るため、小中学校を通じて、

全校でコンピュータやインターネットを積極的に活用できる、教育用コ

ンピュータ設備・機器の整備を既に完了しているところである。 
こうした中、機器の耐用年数の経過などに伴う老朽化や今日の新たな

情報機器の発展に対応し、かめおかっ子の更なる情報活用能力の向上を

目指し、年次的に機器の更新を行う。 
 

２ 事業概要 

 

平成１７年度に導入した９小学校の教育用コンピュータ機器などの

情報端末機器類を更新し、「わかる授業」「魅力ある授業」の実現に役立

てる。 
 
 ○更新予定校 
  亀岡・安詳・曽我部・吉川・畑野・大井・川東・保津・詳徳小学校 
 
 ○更新予定時期 
  平成２４年８月 

 

 

担当課・係 教育総務課・総務企画係 庁内電話番号 ３７１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
ふるさとへの愛着と誇りを持ち、たくましく生きる子どもたちを育てる事業 

《 ふるさと学習推進経費（小・中学校） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，３４２千円 

（２，５８６千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

子どもたちが地域の協力を得ながら、ふるさと亀岡を知り、ふるさと

亀岡に学ぶ「かめおか学（ふるさと学習）」の取り組みを通して、亀岡

への興味や関心を高めるとともに、愛着・自信・誇りを持ち、たくまし

く生きる子どもたちを育てていく。 
 

２ 事業概要 

 

地域の歴史、文化、自然などの貴重な教育資源を活用した、系統的・

継続的な実践活動が展開できるように、小中９年間を通した「かめおか

学（ふるさと学習）」として教育課程に位置づけていく取り組みを支援

する。 
 
 
  ○主な内容 

・研究指定校（小学校１４校・中学校４校）への取り組み支援 
・小学校社会科副読本「わたしたちのまち亀岡」の作成 

 

 

 

担当課・係 学校教育課・指導係 庁内電話番号 ３７３１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生涯学習部、教育部 

事 業 名 
ポスト国民文化祭事業 

《 文化振興経費、ふるさと学習推進経費（小学校） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１，１８０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

平成２３年度に実施した「第２６回国民文化祭・京都２０１１」

を一過性のものにするのではなく、事業の成果を検証し、この取組

みを活かした文化施策を進めていくため、ポスト国民文化祭事業を

実施する。 
 

２ 事業概要 

 

○第２６回国民文化祭の取組みを通じて構築されたネットワーク 

を基に、亀岡市の文化団体（文化・芸術関係）のネットワークを

構築する。 
 
○国民文化祭の亀岡市主催事業で得られた成果を継承し、文化芸術活

動の更なる振興を図るため、ポスト国民文化祭事業実施に向けて新

たに立ち上げる実行委員会に、ポスト国民文化祭事業補助金を交付

する。 

 

○小・中学校９年間を通した、系統的・継続的な「かめおか学（ふる

さと学習）」を推進する一環として、民俗芸能体験学習を取り入れ、

国民文化祭での貴重な体験を継承するとともに、地域のつながりや

人材、伝統や文化をはじめとした亀岡が持つ資源を活かした亀岡な

らではの教育を進めていけるように、教育活動の中で民俗芸能体験

学習を実施する。 
   ・民俗芸能体験学習活動実践校（小学校３校）への取り組み支援 

 

担当課・係 
市民協働課・文化・国際交流係 

学校教育課・指導係 
庁内電話番号 

２２１３ 

３７３１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

教 育 部 

事 業 名 
亀岡の未来を創造する人づくりのための教育ビジョンの策定 

《 事務局事務経費（亀岡市教育振興基本計画） 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，２６５千円 

（１，２６５千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

教育基本法に基づき、各市町村においては、中長期的にこれからの社

会の姿を見据えながら、地域の実情に応じた教育振興基本計画を策定す

るように努めなければならないと規定された。 

教育振興のための施策に関する基本的な指針として策定することに

より、将来的な方向性や今後重点的に取り組むべき施策を示し、亀岡市

の教育行政の計画的な推進と、目指す子ども像である「ほっかほか心 

ふるさと大好き かめおかっ子」を育成する。 

 

２ 事業概要 

 

（１）本計画は、第４次亀岡市総合計画のもとで、教育に関する部門別

計画として位置づける。 

（２）本計画の計画期間は、平成２５年度から８年間とし、施策の進捗

状況や新たな課題、社会状況の変化などを踏まえ、前期３年、後

期５年計画とする。 

（３）「亀岡市教育振興基本計画策定会議」を平成２３年度に設置、そ

の会議を中心とし、ＰＴＡなど市民との交流会などを開催し、多

くの意見を取り込んだ議論を経て、平成２４年度内に策定する。 

（４）本計画の対象範囲は、教育委員会の所管する施策・事業の範囲と

する。 

（５）本計画の内容については、学校教育、社会教育、人権教育を活性

化させることを基本に、地域、自然、伝統文化など「亀岡らしさ」

を追求した特色ある計画を策定する。 

担当課・係 教育総務課・総務企画係 庁内電話番号 ３７１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

生 涯 学 習 部 

事 業 名 
「亀岡生き物大学」の充実 

《 地球環境子ども村推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，０００千円 

（  ５００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

 亀岡の豊かな自然をフィールドに、専門家の指導のもとに子ども達を

主体に親子等で自然体験を通じて、亀岡の自然環境の素晴らしさを知る

ことにより、ふるさと力の向上につながり、自然環境保全意識の高揚を

図る。 

 

２ 事業概要 

 

 京都学園大学・ＮＰＯ等の専門家と連携を図りながら地域の大切な資

源である「生き物」を切り口として、亀岡の自然や環境等の体感を通じ

て学ぶ体験型環境学習事業を実施する。 

 

○亀岡生き物大学 

・年間６～８回開催 親子５０名程度 

・学習度合に応じて初級・中級等のコースを新設し、夏休み期間中 

に昆虫の専門講座を開催する。 

 

     初級   自然、環境、生き物に触れる体験学習。 

【新規】中級   生き物の生態や自然環境について、参加者が 

自ら調べ、考え、行動する。 

【新規】専門講座 昆虫の特性や生態系等について学び、専門的な知識

を高める。 

担当課・係 地球環境子ども村課 電話番号 26-6100 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
アユモドキの保護・保全の推進 

《 アユモドキが棲み続ける環境保全事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４，５９０千円 
（６，７８５千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  亀岡市の環境のシンボルであるアユモドキが棲み続ける環境保全と、

系統保存（人工孵化）に向けた調査・研究を推進するとともに、亀岡市

保津地域アユモドキ保全協議会の運営に対する支援を行う。 

 

２ 事業概要 

 

平成２１年度から２３年度に実施した環境省の生物多様性保全推進

事業による生息地の基礎的調査を基に、平成２４年度から文部科学省所

管の天然記念物緊急調査費国庫補助事業を活用し、アユモドキの生息域

調査及び生態状況調査を実施し、生息環境・地域の保全及び拡大を図る

とともに人工孵化に向けた調査研究に着手する。また亀岡市保津地域ア

ユモドキ保全協議会に運営補助金を交付する。 
  

○補助対象事業 
・天然記念物緊急調査費国庫補助事業（１／２補助） 
・外来魚調査、アユモドキ分布状況調査、生態状況調査 

  ○単独事業 
 ・亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会運営補助      
・協議会運営事業、普及啓発事業、外来魚駆除事業等 

   ・その他事業経費                     

 

担当課・係 環境政策課・環境総務係 庁内電話番号 ２５１３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
全国の内陸部自治体初・海ごみサミットの開催 

《 漂着ごみ対策事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
８，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  海岸漂着物対策については、海岸における「回収・処理」と内陸部に

おける「発生抑制」が両輪となって推進すべきものであるが、近年、「発

生抑制対策」の必要性を指摘する声が大きくなってきている。 

そこで、海岸線を有しない内陸部自治体の果たす役割は大きく、本市

が内陸部自治体では、全国初の海ごみサミット 2012 亀岡保津川会議を

開催する。 

  サミット開催に当たっては、関係機関から構成する実行委員会を組織

し、幅広い参画と協働のもとに事業を展開する。 

 

２ 事業概要 

 

  第１０回海ごみサミット２０１２亀岡保津川会議実行委員会に対し、 

 補助金を交付する。 

  

 [開催日]（予定） 

○８／２４（金）～８／２６（日） 

 

 [サミット概要○案 ] 

  ○保津川クリーンアップ活動とごみ調査 

  ○シンポジウム、パネルディスカッション 

  ○テーマ設定セッション 

  ○関連事業 

   市民漂着ごみツアー／漂着物漂流調査／こども海ごみ探偵団事業 

担当課・係 環境政策課・環境保全係 庁内電話番号 ２５１４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

会 計 管 理 室 

事 業 名 
環境保全活動シンボルカー「アユモドキ号」（電気自動車）導入 

《 公用車経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３，２１０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

地球温暖化防止や省エネルギーなど環境保全活動推進のため、走行中

ＣＯ２等を排出しない電気自動車（ＥＶ）を導入する。 
車両は、本市が誇る豊かな自然の象徴の一つである天然記念物アユモ

ドキにちなみ、名称を「アユモドキ号」として亀岡市の環境保全への取

組のシンボルカーとして使用するとともに市役所内の共用車両として

各課で使用し、職員の環境意識の高揚と市民への啓発を図る。 

 

２ 事業概要 

 

導入予定車両は、商用車タイプの軽車両ＥＶ１台で、アユモドキの保

全活動などの荷物搬送に利用し易いものとなっている。 
 
◇地球温暖化対策 ＣＯ２排出削減  走行中のＣＯ２排出はゼロ 

◇走行経費（燃料費）の削減     １㎞走行に電気代は３円以下 

 
○市役所地下駐車場に充電設備を設置し夜間に充電。 
２００Ｖで７時間のフル充電で約１５０ｋｍ走行可能。 

○亀岡市内の充電器設置状況 

急速充電器１カ所（ガレリアかめおか地下駐車場） 

普通充電器４カ所（南丹広域振興局、京都三菱自動車販売㈱亀岡店、 

京都日産自動車㈱亀岡大井北店、京都日産自動車㈱亀岡大井南店） 

※充電の所要時間は、急速充電器で約３５分（約８０％）、 
普通充電器で約７時間（満充電） 

 

担当課・係 会計課・管財係 庁内電話番号 ３５１５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 
川東浄化センター ソーラー発電システムの導入 

《 地域下水道事業特別会計 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
  ８，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  第４次亀岡市総合計画（夢ビジョン）に基づく「人と環境にやさしい

まちづくり」のため、川東浄化センターに太陽光発電システムを設置し、

自然エネルギーの活用を図る。 

 

２ 事業概要 

 

  自然エネルギーの活用を図るため、川東浄化センター（農業集落排水

処理施設）に太陽光発電システムを設置するため、調査設計業務を行う。 

 

○川東浄化センター太陽光発電システム導入調査設計業務委託            

 ソーラーパネル設置 

 １日予定発電量 １００ＫＷ 

 ２４０枚×２系列×２０８．４Ｗ＝１００，０３２Ｗ 

 

 設置年度：平成２５年度 
 

 

 

担当課・係 下水道課・地域下水道係 庁内電話番号 ３６７６ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
住宅用太陽光発電システム設置の支援 

《 環境にやさしいまちづくり推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

８，４００千円 

（５，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

 現在、全国的に各家庭から排出される温室効果ガスが増加しており、

亀岡市域においても同様の傾向を示している。また、東日本大震災によ

る原子力発電所の事故の影響により、自然エネルギーの利用について関

心が大きく高まるなか、本市としても更なる普及促進を図るため、最も

有効な手段である太陽光発電システムの設置について、その一部を補助

する。 

 

２ 事業概要 

 

亀岡市地球温暖化対策地域推進計画に基づき、自然エネルギーの利用

を促進するため、自らが居住する住宅に太陽光発電システムを設置する

経費に対して一部を補助する。 

 

公称最大出力１kwあたり２０,０００円 

（上限 １戸８０,０００円） 

担当課・係 環境政策課・環境総務係 庁内電話番号 ２５１３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企画管理部・経済部 

事 業 名 
亀岡カーボンマイナスプロジェクトの推進 

《 企画推進経費、安全・安心の農産物栽培支援事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，９０４千円 

（１，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

平成２０年１１月からスタートした亀岡カーボンマイナスプロジェ

クトは、平成２３年４月２０日に立命館大学、龍谷大学、京都学園大学

との間で実証実験成果を基に３カ年の「研究・事業協力協定」を締結し

た。 

地域の未利用バイオマス炭化を農地の土壌改良剤として活用し、結果

的に二酸化炭素削減を行い、その削減分を排出権取引制度に連動させ、

都市部から農山村部に資金還流を促す他に例を見ない社会システムの

構築を進める。 

 

２ 事業概要 

 

今年度においては、上記の協定に基づき各大学の研究資源や地域との

ネットワークを活用し、政策情報として実現性の高い内容に結びつく調

査・研究委託を行う。 
また、クールベジタブルのブランド化を図るため、炭堆肥購入経費を

助成することによりプロジェクトの促進とクールベジタブル生産に取

り組む農業者を増加させる。 

 

○地域ブランド野菜クルベジ®のマーケティング調査及び 

販促ツールの開発（立命館大学）          

○竹炭の評価および炭堆肥の作物栽培に与える影響についての 

調査委託（京都学園大学）            

○クルベジ®紙芝居のデジタル教材開発と学校教育現場 
での協働政策の調査・研究委託（龍谷大学）    

  ○炭堆肥を施用する農業者に対する炭堆肥購入経費の助成 

担当課・係 
企画政策課・企画係 

農政課・食農交流係 
庁内電話番号 

２１１２ 

３１１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
ごみ分別拡大・資源化の調査研究 

《 ごみ減量・資源化等推進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
家庭ごみに含まれているプラスチック製容器等の資源ごみを新たに

分別、資源化する方策を調査、検証し、環境にやさしい資源循環型の

まちづくりを推進する。 
 

２ 事業概要 

 

家庭ごみの４割（体積比）とも言われるプラスチック製容器等の資

源ごみを新たに分別、資源化するため、処理費用比較、環境面の効果、

ごみの組成分析、他市の導入事例等の調査を実施し、本市に最も効果

的な実施方法を検討する。 
 

  ○新たに分別収集・資源化を検討するもの 

   ・プラスチック製容器包装 

   ・スプレー缶 
   ・その他 

担当課・係 環境事業課・計画係 庁内電話番号 ８１１００ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
  職住一体を目指すまちづくりの支援（大井町南部地区） 

《 組合等区画整理補助事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

９６，７５０千円 

（３１，５００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  亀岡市北部都市核に位置する大井町南部地区において、無秩序な市街

化を防止し、良好で安全な市街地形成の促進、良質な住宅及び宅地の供

給促進、道路等の基盤施設整備の促進等を図るため、土地区画整理事業

施行者である組合に対し、技術援助及び支援を行う。 

 

２ 事業概要 

 

事業施行者：亀岡市大井町南部土地区画整理組合 
施 行 面 積：３０．７ha 

 全体事業費：４，８５０百万円 
施 行 期 間：平成２１年度～平成３０年度 

 

 

 

担当課・係 都市整備課・区画整理係 庁内電話番号 ３３３７ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
亀岡駅北地区まちづくり構想の策定 

《 亀岡駅北地区まちづくり構想策定事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，２００千円 
（２，２００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

亀岡駅北地区は、土地区画整理事業により都市計画道路をはじめとす

る公共施設の整備や宅地利用の増進を一体的に進めることにより、本市

の玄関口に相応しい顔づくりと、にぎわいのある中心市街地の実現化に

向け事業の推進を図っている。 

当事業は、亀岡駅北土地区画整理事業の実施に伴い必要となる周辺施

設や、関連する公共施設の整備を土地区画整理事業と合わせて一体的に

行い、また、本市の玄関口に相応しい顔づくりを行うため策定している、

まちづくりのテーマ（「文化の香る水と緑とにぎわいの“まち”」）に整

合させるようグレードアップした整備を行う。 

 

２ 事業概要 

 

平成２４年度については、区画整理事業と一体的に整備が必要な施設

の調査や、亀岡駅北地区のまちづくりにふさわしい整備水準の策定を行

うため、整備計画作成業務を実施する。 

 

○事業名：亀岡駅北土地区画整理関連事業 

○業務内容：関連施設整備計画作成業務・・・一式 

○施行場所：亀岡市余部町清水の一部 

          追分町八ノ坪、中河原、谷筋、下島の各一部 

         保津町下中島の一部 

担当課・係 都市整備課・区画整理係 庁内電話番号 ３３３７ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
都市計画図面デジタル化業務（１／２，５００） 

《 都市計画決定業務経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３４，５００千円 

（２１，０００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  都市計画図（１／２，５００）は、都市計画全般の基礎資料として、

不可欠なものであるが、地形地物等が日々変化しており、臨機に対応で

きるデジタル化を進めるものである。 

 

２ 事業概要 

 

  ・平成２４年度修正図化(デジタル化)範囲  

市街化調整区域（一部市街化区域を含む） 

 

（効果） 

  ○最新の情報提供による窓口業務サービスの向上。 

  ○劣化による情報損失がない。 

  ○保管、閲覧に伴う場所等スペースの軽減が図れる。 

  ○今後の効果として、 

・情報の更新や図面の拡大・縮小などの作業が容易にできる。 

・必要なレイヤ（項目）だけの出力が可能となり、業務軽減が図れる。 

・道路管理など他部署とのデータ共有が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・係 都市計画課・計画係 庁内電話番号 ３３１２ 

 

52



平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
亀岡運動公園の防災機能の向上とバリアフリー化、施設の改築・更新事業 

《 公園緑地整備事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２１３，０００千円 
（１０２，７００千円） 

新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 
生活者の視点に立った質の高い暮らしを実現するため、大規模地震に

備えた都市公園施設の防災性向上を図る。 
機能保全対策による安全性の確保も含め、緊急かつ計画的に実施し、

子どもや高齢者をはじめ、誰もが安心して利用できる公園整備を推進す

る。  

 

２ 事業概要 

 
公 園 名   亀岡運動公園 
事 業 名   都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 
事業期間   平成２３年度～平成２５年度 
全体事業費  ４６１，０００千円 
平成２４年度事業内容 

 用地取得、実施設計（防災機能向上） 

工事（施設の改築・更新、バリアフリー） 

 

 

担当課・係 都市整備課・公園緑地係 庁内電話番号 ３３３３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
桜塚クリーンセンター基幹的設備改良事業 

《 桜塚工場運転管理経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１２０，２９１千円 

（２７６，０６０千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

桜塚クリーンセンターは、平成９年の稼働開始から１５年が経過し、

機器の劣化が進行しているため、循環型社会形成推進交付金事業を活用

した主要設備の改修等を実施し、今後とも安定したごみ処理能力を確保

する。 

 

２ 事業概要 

 

長期的な費用対効果を考慮して、平成２４年度から平成２７年度まで

の４年間で燃焼設備、排ガス処理設備や通風設備など、主要設備の改修

等を行う。また、低空気比対応型燃焼装置の採用や機器の省エネ化等に

より、二酸化炭素排出量３％以上の削減を目指す。 

 

○主な対象設備 

 ・燃焼設備 

 ・排ガス処理設備 

 ・通風設備 

 ・電気計装設備 

 

 

担当課・係 環境事業課・施設管理係 庁内電話番号 ８１１０５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

企画管理部・まちづくり推進部 

事 業 名 
大規模スポーツ施設～京都府の専用球技場～誘致の促進 

《 企画推進経費、道路新設改良事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１６，０５０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

大規模スポーツ施設（専用球技場）は、市民が誇れる新たな都市の魅

力の創出や、多数の来訪客の受け入れなどによるまちの経済活力の向

上、また、アユモドキ等自然環境と共生するエリアの形成などの効果を

もたらすことをねらいとし、誘致を目指すものである。（誘致場所はＪ

Ｒ亀岡駅北口約２５０ｍの位置） 

 

２ 事業概要 

 

誘致実現に向け、施設整備に伴う諸条件の方策の調査研究を行う。 

また、市民の誘致への機運を盛り上げるため、誘致を促進する市民団

体へ活動費の補助を行う。 

あわせて、大規模スポーツ施設へのアクセス道路として、都市計画道

路宇津根新国道線から亀岡駅に至る桂川右岸道路を整備し、市域の幹線

道路網の東西軸の強化を図るため調査設計を実施する。 

 

○共生ゾーンの在り方に係る調査研究等 

○「京都・亀岡に大規模スポーツ施設を誘致する会」への活動補助 

 ○大規模スポーツ施設アクセス道路整備関連調査 

     全体計画・・・Ｌ＝１，６００ｍ 

            Ｗ＝１２．０ｍ 

担当課・係 
企画政策課・行政改革係 

道路河川課・整備第１係 
庁内電話番号 

２１１３ 

３３７５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
ものづくり産業振興ビジョンの策定 

《 ものづくり産業振興ビジョン策定経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
４，４００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

農業・商業・工業・観光等の分野を、ものづくり産業と捉え、各産業

の連携・交流による地域活性化やものづくり産業の振興を図るための総

合的な計画「（仮称）亀岡市ものづくり産業振興ビジョン」を策定し、「活

力あるにぎわいのまちづくり」の実現を目指す。 
 
２ 事業概要 

 

「第４次亀岡市総合計画」において「活力あるにぎわいのまちづくり」

の実現のため、農業・商業・工業・観光等の活性化を掲げ、それぞれの

分野での取り組みを進めているが、各分野の連携や交流を強め、地域活

性化のためのより効果的な取り組みを行うことが必要である。 

 そこで、各産業の連携・交流による総合的な計画を策定し、より効果

的な地域活性化やものづくり産業の振興を図る。 

・関係機関（関係団体・有識者等）で構成する策定委員会を組織し、産

官学、協働により策定する。 
・亀岡の特色を活かした、地域活性化やものづくり産業の振興を図るた

めの具体的施策、目標を掲げるビジョンとする。 

・事業者、各種関係団体、市民、行政が、それぞれの立場で取り組むべ

き内容を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

担当課・係 商工観光課・ものづくり支援係 庁内電話番号 ３１７３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
「がんばる元気農業のまち」６次産業化モデルの創造 

《 ６次産業化促進事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３，５００千円  新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

農業者が生産だけでなく、製造・加工や流通・販売にも主体的、総合

的に取り組むことによって、個々の農業経営の所得向上はもとより、地

域における雇用創出や農商工連携による各産業の発展など、地域全体の

活性化（にぎわい創出）を図っていくため、６次産業化に取り組む人材

の育成、商品研究・開発、農業交流拠点施設の整備について必要な支援

を行う。 
 

２ 事業概要 

 

○人材の育成 
   ６次産業化に取り組むためのきっかけづくり、仲間づくり、必要知

識の習得などについて支援するための講座の開催 
 

  ○商品の研究・開発 
   商品の研究・開発に要する経費に対する補助（補助率１／２） 
 
 ○農業交流拠点施設（旭町）の整備 

   旭町が計画している農業交流拠点施設の整備に係る測量業務経費

及び開発造成工事費に対する補助（補助率１／２） 
 

 

 

担当課・係 農政課・食農交流係 庁内電話番号 ３１１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
「がんばる元気農業のまち」農業サポート隊の派遣 

《 農業担い手づくり育成事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
５００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

  

担い手の確保・育成支援事業の一環として、農業に関心を持つ若者や

新規就農希望者の力を「農業サポート隊」として活かす。 
特に農業従事者の減少により高齢化が進行する地域において、農作業

の困難な農家などを支援する。農業サポート隊が農業を経験することに

より、農業への理解をより一層深めてもらうことで、地域農業の担い手

の裾野を広げる。 
 

 

２ 事業概要 

 

農業に関心を持つ若者や新規就農希望者に「農業サポート隊」として

登録してもらい、農作業時に支援が必要な農家（高齢者、女性）に「農

業サポート隊」を派遣する。 
亀岡地域担い手育成総合支援協議会が事業実施主体となり、市は同協

議会へ事業補助金を交付する。 
 

○補助対象経費 
  ・活動費 

・「農業サポート隊」の活動時における保険料 
  ・農作業時に必要な消耗品の購入に係る経費 

 

担当課・係 農政課・担い手支援係 庁内電話番号 ３１１４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
「がんばる元気農業のまち」京野菜園芸産地の育成強化 

《 特産品等振興経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１５,０００千円 

（４,３３３千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  京のブランド産品を中心とした収益性の高い京野菜園芸産地の育成

強化を図ることを目的に、パイプハウス整備に係る経費の一部を助成す

ることにより、京野菜を中心とした「売れるものづくり」を推進する。 

 

 

 

２ 事業概要 

 

○事業内容 

  園芸産地づくりの推進に必要なパイプハウス及びこれに付帯する

設備の整備費用に対して助成する。（補助率１／２以内） 

 

○主な要件 

   京都府特産物育成協議会で指定した園芸振興品目（京のブランド産

品を含む地域重点推進品目）を、３戸以上で概ね５０アール以上栽

培し、京都こだわり農法に基づき作成された栽培暦により生産・出

荷・販売すること。 

 

○パイプハウス整備計画面積：約４,０００㎡ 

 

担当課・係 農政課・営農推進係 庁内電話番号 ３１１５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
「がんばる元気農業のまち」農業生産体制の支援 

《 地域営農担い手条件整備事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１３，６９９千円 

（３，３１４千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

  

集落等組織単位での農地利用の合理化や機械施設の共同利用、共同作

業により農業生産コストの低減を図るため、生産振興に必要な農業の機

械の導入を支援し、安定的かつ継続的に生産できる強い農業生産体制の

確立を図る。 
 

 

２ 事業概要 

 

  農業機械の導入に要する経費の補助（補助率１／２） 
    
 ○主な補助対象機械 

  ・麦・大豆・小豆等の省力生産に必要な機械 
 ・環境や食味に配慮した米づくり等の生産に必要な機械 

担当課・係 農政課・担い手支援係 庁内電話番号 ３１１４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
農と環境を守る地域協働活動の支援 

《 農地・水・環境保全向上活動支援事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３８，８９３千円 

（２２，８４２千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  農地・農業用水等の資源は、地域の共同活動により保全管理されてき

たが、高齢化など集落機能の低下により適切な保全管理が困難になって

いるため、多様な地域住民が参加して実施する地域協働による保全活動

を支援してきた。 

  平成２４年度からは、集落を支える体制の強化や仕組みの簡素化を図

り、また、老朽化が進む農地周りの水路等の施設の長寿命化の取り組み

への支援を拡充する。 

 

２ 事業概要 

 

  地域協働で取り組む農と環境を守る活動を以下のメニューごとに支

援する。 

 

○共同活動支援交付金 

・農地、水路等の基礎的な保全活動 

  （水路の草刈り・泥上げ・農道の砂利補充など） 

・農村環境の保全のための活動 

  （生物多様性保全、景観形成など） 

 

○向上活動支援交付金 

  ・ 施設の長寿命化のための活動 

  （農業用用排水路等の補修・更新など） 

 

担当課・係 農政課・担い手支援係 庁内電話番号 ３１１５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
国営緊急農地再編整備事業「亀岡中部地区」の促進 

《 国営緊急農地再編整備事業「亀岡中部地区」促進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３，１１６千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

桂川右岸地域の未整備田を対象に、国営緊急農地再編整備事業の導入

を図り、生産性の向上と地域農業の発展を図るとともに、非農用地の計

画的な創設により居住環境と調和の取れた総合的な地域づくりと、農地

の保全により耕作放棄地の解消を目指す。 
 

 

２ 事業概要 

 

国営緊急農地再編整備事業「亀岡中部地区」の事業採択に向けての促

進を図るため、国・府及び地元推進協議会と連携し、関係受益者の合意

形成と事業計画書（案）の作成を行い、早期の事業採択に向けた促進を

図る。 

 

○主な計画概要 

・基幹事業       受益面積   467ha   
（ほ場整備）      受益戸数   1,246 戸 
・併せ行う事業     受益面積   73ha（重複含 227ha）  
（ため池）     
・計画地区       曽我部工区   佐伯工区 
 （６地区）      桂川西工区   千代川工区 

             本梅工区    余部・安町工区 
・平成２４年度     地区調査（国直轄） 

〈事業計画書(案)作成業務〉            

 

担当課・係 国営事業推進課 庁内電話番号 ３１５２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
地域経済活性化・にぎわいの創出 

《 商工業振興対策経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１２０，０５５千円 

（１２４，０８６千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

商工業の振興に向け、関係団体・機関等と連携を密にしながら市内

の中小企業、商店街及び商工会議所等を積極的かつ広く支援すること

により、地域経済の活性化やにぎわいを創出する。 

 

２ 事業概要 

○商工会議所の経営改善普及事業をはじめとする各種事業への支援

により、個別企業の経営安定と魅力向上を図る。 

・亀岡商工会議所事業活動補助 

・平和祭（花火大会）事業補助 

・青年部・女性会事業補助 

・亀岡地域経営・経済動向調査事業補助 

○商店街等が実施するハード、ソフト両面にわたる賑わいづくり事

業を支援することにより、元気な商店街を目指す。 

・商店街活力向上支援事業補助 
・商店街等イベント事業補助 
・商店街街路灯経費支援事業補助 
・地域商店街にぎわいづくり支援事業補助 
○平成２４年度に対象範囲を拡大（条例改正）し、更なる市内の企業

立地を支援し、地域経済の振興と雇用の拡大を目指す。 
・企業立地奨励金 
・雇用促進奨励金 
○公共下水道料金の一部を助成し、地域商工業の振興と雇用の促進

を図る。 

・商工業振興公共下水道助成金 

○市内の中小企業が市内の失業者等を雇用した場合に助成金を交付

し、地域経済の活性化と雇用の促進を図る。 

・亀岡市ふるさと雇用緊急支援助成金 

担当課・係 商工観光課 商工係・ものづくり支援係 庁内電話番号 
３１７３ 

３１７４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
ＮＨＫ大河ドラマ誘致の推進 

《 大河ドラマ誘致活動事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，０００千円 

（５００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  平成２３年４月より、京都府内６市１町で「ＮＨＫ大河ドラマ誘致推

進協議会」を組織し、明智光秀・細川ガラシャ・細川幽斎・忠興を主人

公としたＮＨＫ大河ドラマの誘致に向けて活動している。 

平成２４年度は、新たに綾部市を加えた 7 市 1 町で、同協議会活動を展開

すると共に、観光協会が行う大河ドラマ誘致活動事業を支援し、大河ドラマ誘

致に向けた活動をさらに活発化させる。 

同協議会や明智光秀公ゆかりの地連絡協議会等、広域的な連携による誘

致活動を起爆剤として、亀岡の魅力を全国に発信することで、観光入込客

数・観光消費額の増加、ひいては本市のにぎわいづくりに繋げる。 

 

２ 事業概要 

 

  ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会や、明智光秀公ゆかりの地連絡協議

会等と連携し、大河ドラマ化に向けた取り組みを促進する。 

  ○ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会活動 

ＮＨＫへの要望活動、大河誘致リレーイベント、先行地視察、専用ホーム

ページの運営、会議の開催など 

○亀岡市観光協会大河ドラマ誘致活動事業補助金 

明智光秀公ゆかりの地連絡協議会活動費用など 

担当課・係 商工観光課・観光振興係 庁内電話番号 ３１７２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
「明智かめまる」にぎわい観光まちづくり 

《 観光推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
１，０００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

観光マスコットキャラクター「明智かめまる」を観光ＰＲ等に積極的

に活用し、「明智光秀のまち亀岡」の知名度上昇及び、更なるにぎわい

の創出を図る。 

 

２ 事業概要 

 

  ○明智かめまる出演観光イベントの実施 

   市内外の各種イベント等での「明智かめまる」による観光ＰＲ、か

めまるをデザインした亀岡観光大使用名刺の作成。 

 

○かめまる体操の創作 

 京都学園大学との官学連携プロジェクトとして、かめまる体操を創

作し、市内幼稚園・保育所や各イベントでの普及に努める。 

皆が踊れる同体操を普及させることにより、市民に対し、亀岡観光

についての啓発を行うと同時に、“観光地亀岡”としての「おもてな

しの心」醸成を図る。 

 

  ※その他「明智かめまる」関連経費 

  ・「明智かめまる」ナンバープレートの作成 4,400 千円（66P） 

  ・亀岡光秀まつり 40回周年事業のうち    700 千円（67P） 

  ・「明智かめまる」活動費 

（マイタウンかめおか・街づくり市民の会補助の一部として） 

                     900 千円 

   上記含め 7,000 千円 

担当課・係 商工観光課・観光振興係 庁内電話番号 ３１７２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
「明智かめまるナンバープレート」の作成 

《 市税賦課事務経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
４，４００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  観光マスコットキャラクターの「明智かめまる」をデザインした原付

バイクのオリジナルナンバープレートを作成し、走る広告塔として亀岡

の観光ＰＲを図る。 

 

２ 事業概要 

 

  ○対象車種 

亀岡市に定置場がある原動機付自転車 

５０㏄以下（または電気 0.6kw 以下）（白色のナンバー） 

    ９０㏄以下（または電気 0.8 kw 以下）（黄色のナンバー） 

    １２５㏄以下（または電気 1.0 kw 以下）（桃色のナンバー） 

    ミニカー（三輪以上で 20㏄超 50㏄以下）（水色のナンバー） 

   新規登録または現ナンバープレートからの交換 

 

  ○交付開始予定 

平成２４年９月頃 

担当課・係 税務課・諸税係 庁内電話番号 ２３７２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
第４０回亀岡光秀まつりの支援 

《 観光推進経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３，０００千円 

（２，３００千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  亀岡の礎を築いた丹波亀山城主・明智光秀公を顕彰し、毎年５月３日

に「亀岡光秀まつり」を開催している。 

平成２４年度には、当該事業が記念すべき４０回目を迎えることか

ら、例年実施している武者行列等に加え、周年事業として記念イベント

を実施する。 

亀岡市観光協会や各種関係団体、市民と連携し、「明智光秀のまち亀岡」

として、明智光秀公・城下町をキーワードとした観光推進を図り、協働による観

光まちづくりを推進する。 

また、現在取り組んでいるＮＨＫ大河ドラマ誘致推進活動についてのＰＲ等

も実施し、市民の機運醸成に繋げる。 

 

２ 事業概要 

 

  ○例年実施事業 

   武者行列、南郷公園各種イベント等 

  ○ゆるキャラステージショー（記念事業） 

   ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会構成団体等のゆるキャラを中心

としたステージショーを実施する。 

  ○ＮＨＫ大河ドラマ誘致活動（記念事業） 

 ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会構成団体等と連携し、明智光秀、

細川ガラシャ、細川幽斎・忠興を主人公とした大河ドラマ誘致に向

けたＰＲステージを実施する。また、各構成団体の武者行列への参

加等により、啓発を行う。 

 

担当課・係 商工観光課・観光振興係 庁内電話番号 ３１７２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

経 済 部 

事 業 名 
森林整備促進のための林業経営の強化 

《 林業経営強化対策事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
２，３４５千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  新たな森林林業再生プランにより、森林所有者が積極的に林業経営を 

 行うことが求められており、施業の集約化や機械化による低コスト化が

求められている。 

  生産森林組合については、事業体としては小規模であり活動補助金を

交付し経営の安定化を図る。 

  また、利用間伐の促進を図ることで、森林所有者の意欲向上と森林資

源の有効活用につなげる。 

 

 

 

２ 事業概要 

 

  ○生産森林組合活動補助金・利用間伐推進補助金 

   生産森林組合の行う森林整備事業に対し補助金を交付 

 

  ○森林組合の行う利用間伐に対し補助金を交付 

   里山資源の有効活用の有効活用を図り森林環境を整備する 

   （間伐の補助基準は制度改正により集約化は 5ha 以上で 

10 ㎥以上/ha の搬出が必要） 

 

担当課・係 農林整備課・林務係 庁内電話番号 ３１３４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
安全・安心で快適なまちづくりのための街路の整備 

《 街路事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

７０，０００千円 

（ ５３，０７０千円 ） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  利便性の向上に加え、市民がうるおいを感じられる、ゆとりと快適 

 性の調和した、安全・安心で快適なまちづくりを目指し、都市の骨格 

 を形成する基幹的な都市計画街路を整備する。 

 

２ 事業概要 

 

（１）中矢田篠線（上矢田工区） 

     全体計画   Ｌ＝２２０ｍ  Ｗ＝１２ｍ 

・事業計画 

用地買収、建物等補償 

 

（２）馬堀停車場篠線（第２工区の１） 

     全体計画   Ｌ＝３６０ｍ  Ｗ＝２０ｍ 

・事業計画 

協議、調整 

 

担当課・係 都市整備課・街路係 庁内電話番号 ３３３４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
安全・安心で快適なまちづくりのための道路の整備 

《 道路新設改良事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

  ８９６，９０６千円 

（１，１４９，５３５千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  都市基盤整備の一環として、生活幹線道路を中心とした道路網の整備

を行い、地域の発展振興に寄与する。 

 

２ 事業概要 

 

事 業 名 全体計画 概     要 

池尻宇津根線 
L=3,150m 

W=10.75m 

川東地域における集落間を結ぶ主要

道路の拡幅改良を行い、通行の安全確保

と道路網整備を進める。 

北古世西川線 
L=1,500m 

W=11.0m 

市内中心都市核と東部都市核を繋ぐ

主要幹線道路の拡幅改良を行い、通行の

安全確保と道路網整備を進める。 

中矢田篠線 
L=852m 

W=12.0m 

亀岡市東部地域の幹線道路の整備を

図ることにより、新たなまちづくりを促

進すると共に、国道９号へのアクセスの

向上を図る。 
 

担当課・係 道路河川課・整備第１・２係 庁内電話番号 ３３７５・３３７７ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
千代川駅周辺のバリアフリー構想の策定 

《 ＪＲ千代川駅東側広場等整備事業費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
６，９６０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

市内のＪＲ４駅舎の内、千代川駅舎のみがバリアフリー化されていな

い状況で、駅を中心に周辺地域（市街化区域で５００m 、３９ha）に

おいて交通バリアフリー法に基づく「バリアフリー基本構想」を策定し、

駅東側広場整備や駅舎のバリアフリー化等、高齢化社会等に対応したま

ちづくりを行う。 
 

２ 事業概要 

 

○バリアフリー基本構想策定 
  ・検討委員会の設立 
  ・駅周辺の現況実態調査・アンケート調査 
  ・重点整備地区の設定 

担当課・係 桂川・広域交通課 庁内電話番号 ３３５１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

まちづくり推進部 

事 業 名 
保津川の水辺空間を活用する計画の策定 
《 桂川高水敷土地利用事業経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１０，８００千円 

（１０，３２０千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

桂川河川改修事業に伴い広大な河川空間が創設され、高水敷の具体的

な土地利用について、府・市及び市民等と協働しながら「保津川かわま

ちづくり推進協議会」を平成２３年９月に立ち上げ、川を活かした新た

なまちづくりを進める。 
 

２ 事業概要 

 

○保津川かわまちづくり推進協議会 
  ・協議会、ワーキンググループによる検討会議の開催 
  ・土地利用計画、維持管理ルールの策定 
 
 ○一部実施 
  ・野橋立の復元に向けた松の植樹 
  ・右岸側堤防の桜堤等の整備に向けた取組み 
  ・ホームページの開設等による市民への情報発信 

担当課・係 桂川・広域交通課 庁内電話番号 ３３５１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 
上水道事業会計 

《 水道未普及地域（畑野町）の解消 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

  ８３８，８１７千円 
（１，１０５，２７８千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

 

第４次亀岡市総合計画（夢ビジョン）に基づく「快適な生活を支える

まちづくり」のため、畑野町における水道未普及地域解消事業を実施し、

安全で安定した給水の確保により、地域住民の生活改善を図る。 
 

２ 事業概要 

 

  畑野町における当該事業について、平成２５年度の事業完了を目指

し、昨年度に引き続き、送・配水管の布設工事を実施するとともに、配

水池や加圧施設の築造工事等を行う。 

 

○送・配水管布設工事 ほか  
 Ｌ＝１２，７０７m 

        
○配水池築造工事・加圧ポンプ整備工事   

高橋配水池     容量１０１㎥ 
高橋加圧ポンプ整備工事 
土ヶ畑第１配水池  容量１６５㎥ 
土ヶ畑第１加圧ポンプ整備工事 
土ヶ畑第２配水池  容量４６㎥ 
 

  ○平成２４年度から一部給水開始 
    給水開始時期 平成２４年４月１日から順次切り替え 
    給水開始地区 畑野町千ケ畑区と広野の一部区域 
 

担当課・係 水道課・計画係 庁内電話番号 ３６５１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 
水道未普及地域の安定した飲料水の確保対策 

《 飲料水安定確保対策事業 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
６，３００千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  水道給水区域外の地域において、良質で安定した飲料水を確保するた

め、取水施設の整備に要する経費及び水質検査に要する経費の一部を補

助し、公衆衛生及び生活環境の向上を図る。 

 

２ 事業概要 

 

  水道給水区域外の居住用住宅の飲料水取水施設（井戸、谷水ろ過施設） 

の整備に要する経費及び水質検査に要する経費について、その経費の一 

部を補助する。 

 

  ○飲料水安定確保対策事業補助金 

 

  ・取水施設設置、更新費に対する補助金 

  【補助内容】 

   補助対象経費の２／３ 

   個人取水施設（井戸、谷水ろ過施設）１件あたり限度額１００万円 

   共同取水施設（井戸、谷水ろ過施設）１件あたり限度額３００万円 

 

  ・水質検査費に対する補助金 

  【補助内容】 

   補助対象経費の２／３ 

   １件あたり年２回を限度とし、限度額１万円 

担当課・係 上下水道総務課・水道課 庁内電話番号 ３６１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

会 計 管 理 室 

事 業 名 
総合振込用伝送システムの導入 

《 会計事務経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
３１５千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  現在、総合振込に係るデータをＦＤで金融機関に送っているが、伝送

システムを導入することにより専用回線を用いてデータを送ることが

可能となる。振込データを作成する時間が短縮されることにより、支払

回数が増加し債権者への支払いを短期間で行えるようになる。 

 

２ 事業概要 

 

システム整備を行い、運用を開始する。 
 

○主なシステム整備計画 
   ・回線工事 
   ・専用ソフト 

・専用ノートパソコン １台 
  

○府下の導入状況 
   ・福知山市（Ｈ１０導入） 

・京丹後市（Ｈ１６導入） 

   ・京 都 市（Ｈ１７導入） 

   ・綾 部 市（Ｈ２０導入） 

担当課・係 会計課・出納係 庁内電話番号 ３５１４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

議 会 事 務 局 

事 業 名 
「かめおか市議会だより」の発行 

《 議会活動経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１，７５３千円 

（１，２８２千円） 
新規・充実・継続の別 充 実 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

    

  市議会では「かめおか市議会だより」を定例会ごとに発行し、市議会

の活動状況をお知らせし透明性を図るとともに、現在は平成２４年２月

末を期限に広報紙名を募集するなど紙面を通じて市民の皆様とともに

歩む市議会づくりに努めているところである。 

平成２４年度は、議会報告会や活発化する委員会の調査活動の様子を

はじめ内容の充実をさらに図るため、これまでのＡ４版１２ページを 

１６ページに増やし、よりわかりやすく、より多くの情報を掲載する。 

これにより、市民の皆様に議会を身近に感じていただくとともに、透

明性高く、魅力ある議会活動の発信を目指す。 

  

２ 事業概要 

 

  広報紙名：かめおか市議会だより 

  配布方法：全戸配布 

  規  格：Ａ４版 定例会号 年４回発行 

       １６ページ（現在は１２ページ） 

 

 

担当課・係 議会事務局・議事調査係  庁内電話番号 ２０５５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

資産活用プロジェクト・総務部 

事 業 名 
土地開発公社経営健全化の推進 

《 市有地等利活用政策推進事業経費、土地開発公社貸付金 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 

８５８，５６１千円 

（１，１８５，２１５千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  土地開発公社経営健全化計画（Ｈ２０～Ｈ２４）に基づき、公社長期

保有地の買戻しを順次進め、本市の将来負担の軽減とともに公社の経営

健全化を図っている。平成２４年度は、計画の最終年度として事業の完

遂を図る。 

  また、残る保有地に係る金融機関からの借入金を返済し、今後借入利

息による簿価額の増加をなくすため無利子貸付を行う。 

 

２ 事業概要 

 

①  土地開発公社経営健全化計画において当初計画に計上していた

馬堀駅前整備事業用地の買戻しを実施する。 

 所在地：篠町馬堀駅前 1丁目 106 番 7 外 2 筆 

面 積：2,001.57 ㎡ 

 

②  西別院工業団地用地と火葬場等整備事業用地（丸山）に係る金

融機関からの借入金をなくすため、土地開発公社経営健全化計画

期間内に限られている土地開発公社貸付金債を活用し、金融機関

借入金相当額を貸付ける。 

 

【その他関連予算】 

平成２３年に買戻しを行った長尾山市民の森については、隣接する

用地を購入のうえ簡易トイレを設置し、ボランティア等の活動の利便

性を向上させるための環境整備を行うなど、利活用の促進を図ってい

く。 

担当課・係 
資産活用プロジェクト 

財政課・財務係 
庁内電話番号 

３８１２ 

２３５２ 

 

77



平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

総 務 部 

事 業 名 
庁舎整備事業 

《 庁舎維持管理経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
８１，９００千円 新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

国道９号線・加塚交差点改良事業に伴い取得した市役所隣接の土地と

建物を、市庁舎として有効活用するための整備を行う。 
 

２ 事業概要 

 

内装、電気設備、給排水設備、空調設備、消防用設備、外構等、 
旧飲食店から市庁舎への改装を行い、事務室及び多目的スペース 
として使用する。 

 
  ◎利用計画（予定） 

 亀岡中部地区国営緊急農地再編整備事業を推進するための事務所と

して活用する（市・国）。多目的スペースは、有事の際のボランティア

センターとして活用する。 
 
（参考）  
 ◎建物概要   
  ・敷地面 積   1,230.12 ㎡ 

・建築床面積   896.27 ㎡     １階 163.66 ㎡ 
                ２階 419.16 ㎡ 
                ３階 313.45 ㎡ 

  ・構  造  鉄骨・鉄筋コンクリート造 陸屋根３階建 
 ・建築年月  平成 6 年 12 月 

担当課・係 総務課・総務係 庁内電話番号 ２３１２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 
住民票のリニューアル 

《 戸籍住民基本台帳経費 》 

予 算 額 

（前年度予算額） 
８９，５５０千円 新規・充実・継続の別 新 規 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  外国人住民を適用対象に加える住民基本台帳法改正法及び外国人登

録法を廃止する入国管理法等改正法が成立したことにより、外国人住民

に係る住民票の作成、写し等の発行など、改正法に対応した住民記録シ

ステムにする。 

  また、住民票に記載する住所について、居室番号のみならず、団地、

マンション名及び階層に関わらず居室番号を記載できるようにする。 

 

２ 事業概要 

 

  ○法施行に向けて、外国人住民に係る住民票の作成、写し等の発行な

ど、改正法に対応した住民記録システムの改修。 

   ・施行日：平成２４年７月９日 

   ・（仮住民票基準日：平成２４年５月７日） 

 

  ○適切な住民票における住所記載の修正を行うための住民記録シス

テムの改修。 

 

 

 

   

 

担当課・係 市民課・受付係 庁内電話番号 ２５５４ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 国民健康保険事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

９，２６８，０００千円 

（９，０２０，１００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  国民皆保険制度の一旦を担う国民健康保険事業の健全かつ円滑な 

運営に努める。 

 

 

２ 事業概要 

 

国民健康保険の保険者として、保険給付をはじめ被保険者の健康の 

保持増進のための保健事業、これらの財源に充てるための保険料の徴 

収などを行う。 

 

○国民健康保険への加入、脱退手続き 

○国民健康保険料の賦課決定及び徴収 

○保険給付の申請受付、支給事務 

○被保険者の保健事業 など 

 

 

 

担当課・係 保険医療課・国保料係、国保給付係 庁内電話番号 ２５７８ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 休日診療事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２２，０００千円 
（２２，０００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

目  的 

対  象 

方 法 等 

 

 

  

１ 趣  旨 

 

医師が不足する日曜日、祝日、年末年始における急病市民に対応 
するため、休日診療所を設置し内科及び小児科の応急的な診療を行 
う。 

 
２ 事業概要 

 

 年間診療日数  平成２４年度   ７１日 
 診 療 科 目    小児科、内科 
 出 務 体 制    医師、薬剤師、看護師、医療事務員、嘱託事務員 
 診 療 体 制  １診療体制を基本にゴールデンウィーク、年末年 

始は２診療体制。 
また、インフルエンザ等大規模感染症の発生など 
の緊急時には、医師会、薬剤師会等と連携して特 
別体制を組む。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・係 健康増進課・保健庶務係 庁内電話番号 ８２１１ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

健 康 福 祉 部 

事 業 名 介護保険事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

５，３１１，０００千円 
（ ５，３３４，６００千円 ） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

超高齢社会を迎え、老後の最大の不安要因である介護を社会全体で支

える制度である介護保険事業の円滑な実施に努める。 

また、高齢者が住みなれた自宅や地域で安心してその人らしい生活が

継続できるように、一人ひとりの状況に応じた介護予防事業を推進する

とともに、地域における高齢期の包括的・継続的なマネジメントを推進

する。 

 

 

２ 事業概要 

 

○介護給付事業（介護サービス・介護予防サービス給付事業等） 

 ○介護予防事業 

   要介護・要支援状態になる前からの介護予防事業 

○包括的支援事業 

  高齢者の総合的な相談 

 ○任意事業 

   家族介護支援事業など 

 

 

 

担当課・係 
高齢福祉課・介護保険係、介護認定係、高齢者支援係 

健康増進課・いきいき支援係 
庁内電話番号 

2772、2774 

2776、8220 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

環 境 市 民 部 

事 業 名 後期高齢者医療事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

７６３，２００千円 

（７０１，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  ７５歳以上（一定の障害があると認定された６５歳以上７５歳未満の

人を含む）の高齢者が将来にわたり安心して必要な医療が受けられるよ

うにするため、後期高齢者医療制度の安定的な運営に努める。 

 

２ 事業概要 

 

  制度の運営は、京都府内の全ての市町村が加入する京都府後期高齢者

医療広域連合が行っている。 

  広域連合が行うこと 

  ○被保険者の認定   

  ○被保険者証の発行 

  ○保険料の決定 

  ○医療を受けたときの給付 など 

  市が行うこと 

 ○被保険者証等の引き渡し 

 ○保険料の徴収事務及び相談業務 

 ○広域連合へ保険料や医療費負担分等の納付 

 ○葬祭費、療養費、高額療養費等の申請受付 など 

 

 

 

 

担当課・係 保険医療課・高齢者医療係 庁内電話番号 ２５７２ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 地域下水道事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

  ８６６，８００千円 
（１，１９１，４００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  第４次亀岡市総合計画（夢ビジョン）に基づく「快適な生活を支える

まちづくり」のため、公共下水道区域以外の区域で事業を実施し、生活

排水の処理を通じて、公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図る。 

 

２ 事業概要 

 

  生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、地域下水道施設

の適正な維持管理に努める。 

 

  

 

担当課・係 下水道課・地域下水道係及び年谷浄化センター 庁内電話番号 
３６７６ 

２４－４４４３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 簡易水道事業（特別会計） 

予 算 額 

（前年度予算額） 

１５８，８００千円 

（２４４，７００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

第４次亀岡市総合計画（夢ビジョン）に基づく「快適な生活を支える

まちづくり」のため、市民生活を支えるライフラインとして、安全・安

心で良質な水の安定供給のために、水道施設の維持管理及び整備を実施

する。 

 

２ 事業概要 

 

簡易水道施設及び飲料水供給施設を管理、運営するとともに水道施設

の整備を実施する。 

 

  ○千歳簡易水道 

配水管布設替工事等  Ｌ＝２２０ｍ 

 

 

 

担当課・係 水道課・建設係及び施設係 庁内電話番号 
３６５７ 

３６５５ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 上水道事業会計 

予 算 額 

（前年度予算額） 

３，８０６，２００千円 
（３，８１５，６００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

１ 趣  旨 

第４次亀岡市総合計画（夢ビジョン）に基づく「快適な生活を支える

まちづくり」のため、市民生活と都市機能を支えるライフラインとして、

安全・安心で良質な水の安定供給のために、浄水場・給配水管等の水道

施設整備を実施する。 

 
２ 事業概要 

 

  平成２１年度に実施した耐震診断結果に基づき、上水道主要施設の耐

震化整備を順次実施するとともに、経年により老朽化した給配水管等の

水道施設について、計画的かつ効率的にその更新を行う。 

○千代川浄水場耐震補強工事 

   浄水池・管理棟・排水池・消石灰注入棟耐震補強工事 

 

○第５次拡張事業に係る水道施設整備事業  

西山配水池移転工事設計委託   配水池(PC 造) 容量３５０㎥ 

配水管整備 

平和台配水池系送配水管整備工事等  

    

○湯井配水池耐震補強工事     

   １号配水池 容量２，２５０㎥ 

   ２号配水池 容量２，２５０㎥ 

 

○給配水管等水道施設更新事業  

給配水管布設替工事  Ｌ＝２，７１０ｍ 
水道施設更新工事 ほか 

担当課・係 水道課・建設係、施設係 庁内電話番号 
３６５７ 

３６５５ 

 

86



平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

上 下 水 道 部 

事 業 名 公共下水道事業会計 

予 算 額 

（前年度予算額） 

４，２９３，５００千円 
（４，５２２，０００千円） 

新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

  第４次亀岡市総合計画（夢ビジョン）に基づく「快適な生活を支える

まちづくり」のため、市街化区域及びその周辺地域を中心とする区域で

管渠整備等を実施し、生活排水の処理を通じて、公共用水域の水質保全

と生活環境の改善を図る。 

 

２ 事業概要 

 

  薭田野町・曽我部町を中心に、幹線管渠布設及び面的整備を実施する

とともに、年谷浄化センターの計画的な増改築工事等を行う。 

 

○汚水管渠布設事業              
    薭田野町、曽我部町地内 ほか 

管渠整備  Ｌ＝２，９２７m 

 

○処理場建設改良事業            
汚泥処理設備工事 
電気設備工事 

高度処理の基本・実施設計業務委託等 

                     

  
 

 

 

担当課・係 下水道課・公共下水道係及び年谷浄化センター 庁内電話番号 
３６７８ 

２４－４４４３ 
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平成２４年度当初予算（案）主要事項説明書 

 

市 立 病 院 

事 業 名 病院事業会計 

予 算 額 

（前年度予算額） 

２，９２５，８００千円 

（２，６１６，０００千円） 
新規・充実・継続の別 継 続 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

 

 

 

 

 

 

 目 的 

 対 象 

 方法等 

 

１ 趣  旨 

 

病院理念に基づき、公共性と経済性を考慮し、効率的な病院経営を行

うとともに、高度で良質な医療の提供と地域連携により、市民に信頼さ

れる市立病院づくりを推進する。 

 

２ 事業概要 

 

・病床数    一般病床１００床    

・診療科目   消化器科・循環器科・一般内科・神経内科・小児科・ 

外科・整形外科・麻酔科・皮膚科・泌尿器科・眼科 

          （その他標榜科目 放射線科） 

・年間患者数    入院 ２９，２００人 

            外来 ７３，２００人 を見込む 

・一日平均患者数  入院   ８０．０人 

            外来  ３００．０人 を見込む 

  ・建設改良費  電子カルテシステム整備、医療機器等整備 

          

主な事業目標 

  ・診療体制の充実を図り、高度で良質な医療の提供に努める。 

  ・市民向けの健康教室や医師会との病診連携懇話会の開催、病院広報

誌の発行等を行い、市立病院のＰＲに努めるとともに、病診連携を

推進していく。 

  ・院内情報の共有、患者サービスの向上等を図るため電子カルテシス

テムの導入と高度医療機器の整備を進める。 

  ・効率的かつ安定的な病院経営に努める。 

担当課・係 市立病院・病院総務課 電話番号 29-2621 
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